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水道事業が始まって５０年
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水
道
事
業
が
始
ま
っ
て
　
年
               

５０

　
　
　
　
　
い
つ
ま
で
も
安
全
な
水
を

写真：森山浄水場内の

　　　膜ろ過処理装置

　
今
年
の
４
月
に
森
山
浄
水
場
が
新
し
く
な

り
、
そ
の
通
水
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
新
し
い
浄
水
場
の
概
要

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
水

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
水
道
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

特

集集

　　
市
の
水
道
水
は
、
飛
騨
川
を
水
源
と

す
る
森
山
浄
水
場
と
岩
屋
ダ
ム
（
下
呂

市
）
を
水
源
と
す
る
県
営
山
之
上
浄
水

場
の
２
カ
所
か
ら
、
市
民
約
５
万
５
千

人
の
生
活
用
水
と
し
て
供
給
し
て
い
ま

す
。

　
昭
和
　
年
の
森
山
浄
水
場
の
使
用
開

３３

始
時
に
は
、
計
画
給
水
人
口
１
万
５
千

５
百
人
で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
高
度
経

済
成
長
や
人
口
増
加
に
伴
い
、
水
の
需

要
も
増
加
し
、
昭
和
　
年
に
県
営
水
道

５１

が
使
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
年
間
総
給
水
量
は
、
約
５
６
４

万
ト
ン
（
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
約
３
杯
強
）
。

そ
の
う
ち
森
山
浄
水
場
で
は
、
約
３
分

の
１
を
賄
い
、
残
り
３
分
の
２
は
岩
屋

ダ
ム
を
水
源
と
す
る
県
営
水
道
か
ら
供

給
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
岩
屋
ダ

ム
の
水
位
が
下
が
る
と
節
水
を
お
願
い

す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
森
山
浄
水
場
は
、
昭
和
　
年
に
造
ら

３３

れ
、
昭
和
　
年
に
沈
殿
池
な
ど
を
増
設
。

４２

給
水
を
開
始
し
て
以
来
　
年
間
、
一
日

５０

も
休
ま
ず
皆
さ
ん
に
水
を
供
給
し
続
け

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
既
存
の
建
物

は
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
化
す
る
必

要
も
生
じ
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
水
道

水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
浄
水
場
の

新
築
事
業
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

水
道
事
業
　
年
の
あ
ゆ
み

５０

昭
和
　
年
　
５
月
　
森
山
浄
水
場
完
成

３３

　
　
　
　
　
　
月
　
運
用
開
始

１０

昭
和
　
年
　
３
月
　
浄
水
場
施
設
増
設

４２

　
　
　
　
　
水
道
普
及
率
　
・
２
％

４６

昭
和
　
年
～
　
年

５０

５１

　
　
　
　
　
上
野
・
佐
口
・
中
之
番
配
水

　
　
　
　
　
池
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成

昭
和
　
年
　
　
月
　
県
木
曽
川
右
岸
用
水

５１

１２

　
　
　
　
　
供
用
開
始
　

　
　
　
　
　
水
道
普
及
率
　
・
１
％

６１

昭
和
　
年
　
３
月
　

６１

　
　
　
　
　
水
道
普
及
率
　
・
８
％
　

９６

平
成
６
年
　
４
月
　
三
和
地
区
供
用
開
始

　
　
　
　
　
水
道
普
及
率
　
・
１
％

９９

平
成
　
年
　
６
月
　
新
森
山
浄
水
場
着
工

１７

　
　
　
　
　
水
道
普
及
率
　
・
２
％

９９

3

①昭和３３年に造られ、５０年間水を供給して

　きた旧森山浄水場

②平成１３年５月まで供用されていた旧森山

　配水池から飛騨川を望む。この配水タン

　クに水が貯められ、ここから太田地区・

　古井地区へ送られていました

③沈殿池増設工事（昭和４２年完成）。その沈

　殿池のコンクリート打設作業

④昭和４５年、国道４１号（森山４丁目地内）に

　配水管を布設

①

③ ④

　水道事業が始まって５０年

　　　　　いつまでも安全な水を

特

集

②

安
心
・
安
全
な
、
わ
た
し
た
ち
の
水
道
水

▲昭和５２年３月に完成した、下呂市金山

　町にある岩屋ダム
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　新
し
く
な
っ
た
浄
水
場

　
新
し
い
浄
水
場
が
森
山
町
４
丁
目
に

完
成
し
、
４
月
４
日
に
供
給
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
浄
水
場
の
施
設
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
ク
ラ
ス
の
大
地
震
が
起
き
て
も
影
響

の
な
い
よ
う
耐
震
構
造
で
建
設
さ
れ
、

水
の
浄
水
方
法
も
よ
り
安
全
で
安
定
し

た
水
質
を
確
保
で
き
る
方
法
に
変
更
し

ま
し
た
。

　
森
山
浄
水
場
は
、
下
米
田
地
区
全
域

お
よ
び
太
田
・
古
井
地
区
の
一
部
地
域

に
供
給
し
て
い
ま
す
。
一
日
当
た
り
約

５
、
４
０
０
ト
ン（
市
民
プ
ー
ル
　
メ
ー

５０

ト
ル
約
４
杯
強
）
の
水
を
飛
騨
川
よ
り

取
水
し
、
皆
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
用
水

と
す
る
た
め
、
ろ
過
や
殺
菌
消
毒
を

行
っ
て
い
ま
す
。

浄
水
場
の
浄
水
方
法

　
こ
れ
ま
で
の
浄
水
場
で
の
浄
水
方
法

は
、
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
い
う

薬
品
を
、
取
水
し
た
水
と
混
ぜ
合
わ
せ
、

砂
や
不
純
物
を
 塊
 に
し
て
沈
殿
さ
せ
、

か
た
ま
り

そ
の
上
澄
み
水
を
砂
で
ろ
過
し
、
さ
ら

に
き
れ
い
な
水
に
し
、
塩
素
消
毒
を
行

い
水
道
水
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
し
い
浄
水
場
の
浄
水
方
法
は
、
こ

れ
ま
で
の
方
法
の
砂
ろ
過
ま
で
の
工
程

で
、
先
に
塩
素
消
毒
を
追
加
し
、
そ
の

後
、
さ
ら
に
膜
ろ
過
と
い
っ
て
表
面
に

無
数
の
小
さ
な
穴
の
開
い
た
膜
に
取
水

し
た
飛
騨
川
の
水
を
通
過
さ
せ
る
こ
と

で
、
水
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
の
穴
よ
り

も
大
き
い
物
質
を
取
り
除
き
、
塩
素
消

毒
を
し
て
も
死
滅
し
な
い
細
菌
類
な
ど

を
完
全
に
除
去
し
ま
す
。

　
新
し
い
浄
水
方
法
に
よ
り
、
き
れ
い

で
安
心
・
安
全
な
水
を
供
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
洪
水
時
の
濁
っ
た
水
で
も

安
定
し
た
水
質
が
保
て
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
浄
水
場
の
施
設
に
は
、
浄
水
方
法
の

重
要
な
役
割
を
果
た
す
膜
ろ
過
処
理
装

置
が
４
基
あ
る
ほ
か
、
飛
騨
川
の
水
と

処
理
水
の
水
質
を
調
べ
る
水
質
監
視
装

置
、
浄
水
場
と
安
定
し
た
水
を
供
給
す

る
た
め
の
配
水
タ
ン
ク
（
配
水
池
）
の

状
態
を
監
視
す
る
中
央
監
視
装
置
を
備

え
て
お
り
総
合
的
に
水
を
管
理
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
浄
水
す
る
過
程
で
排
出

さ
れ
る
泥
や
砂
に
つ
い
て
は
、
脱
水
機

設
備
に
よ
り
完
全
に
脱
水
さ
れ
、
そ
の

泥
や
砂
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
有
効

利
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
浄
水
場
の
屋
根
に
は
、
太
陽
光
発
電

設
備
も
設
置
し
て
あ
り
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
抑
制
を
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
浄
水
場
の
誕
生
・
よ
り
安
全
な
水
を
供
給

①屋根に設置した太陽光パネル。

　（財）新エネルギー財団の助成金

　で設置しました

②飛騨川の水と処理水の水質を調

　べる水質監視装置。常に水の状

　態を監視しています

③処理する過程で排出される汚泥

　を脱水する脱水機設備。完全に

　水分を取り除きます

▲浄水場と各配水池を監視する中

　央監視装置

▲通水が開始された、新しい森山

　浄水場

▲膜ろ過処理装置。耐塩素性病原

　生物を完全除去します

①

②

③

5

　
水
道
料
金
は
、
各
都
道
府
県
や
市
町

村
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
水
道
料
金
に
違
い
が
あ
る
の
は
、
各

市
町
村
に
よ
っ
て
、
川
か
ら
取
水
す
る

と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
井
戸
か
ら
取
水
す

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
、
ダ
ム
を
造

り
そ
こ
か
ら
取
水
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
浄
水
方
法
・
過
程

に
も
違
い
が
あ
り
、
建
設
費
・
浄
水
費

に
も
違
い
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
わ

た
し
た
ち
の
市
の
よ
う
に
県
営
の
浄
水

場
か
ら
水
を
買
っ
て
い
る
市
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
ご
と
の
事
情
に

よ
っ
て
、
水
道
料
金
に
も
違
い
が
出
て

き
ま
す
。

　
市
で
は
、
消
費
税
を
除
き
平
成
６
年

４
月
か
ら
、
現
在
の
料
金
体
系
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

　　
市
の
水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
従

量
料
金
（
使
用
し
た
料
金
）
の
合
計
額
に

な
り
ま
す
。
１
ト
ン
当
た
り
１
７
５
円
、

税
込
み
で
１
８
３
・
７
５
円
で
計
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
は
、
１
本
当
た
り
約
０
・
３

７
円
に
な
り
ま
す
。

　
左
表
は
、
県
水
受
水
市
町
の
水
道
料

金
で
す
。
一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い

る
　
ミ
リ
の
メ
ー
タ
口
径
で
、
１
カ
月

１３
に
　
立
米
（
㎥
）
使
用
し
た
場
合
の
水
道

２０
料
金
に
な
り
ま
す
。

　

　
大
地
震
の
際
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早

期
復
旧
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
震
に
強

い
水
道
に
す
る
た
め
、
配
水
池
な
ど
の

耐
震
補
強
、
耐
震
水
道
管
の
布
設
、
老

朽
水
道
管
の
布
設
替
え
な
ど
水
道
施
設

の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
配
水
池

で
は
、
大
地
震
の
際
、
配
水
管
が
破
断

し
て
大
量
の
水
が
流
出
し
た
場
合
、
応

急
的
に
水
を
確
保
す
る
た
め
に
配
水
管

を
遮
断
す
る
緊
急
遮
断
弁
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震

の
際
に
は
、
柏
崎
市
に
職
員
を
派
遣
し
、

水
道
の
復
旧
活
動
を
実
際
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
地
震
に
備
え
て
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
を
強
化
し
、
緊
急

時
の
応
急
給
水
設
備
を
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

　

気
に
な
る
水
道
料
金
に
つ
い
て

今
後
の
水
道
事
業

▲地震の際、水を確保するために

　作動する緊急遮断弁

６月１日から７日までは、 です。

　今年は、『ただいまア～　蛇口ひねって　水ごくり』

をスローガンに広報活動し、水道について皆さんに深く

知っていただきたいと考えています。

　水は大切な資源です。渇水時には、節水にご協力をお願

いします。

御嵩町　　　　　　３，９６９円

坂祝町　　　　　　３，９２０円

富加町　　　　　　３，８７４円

川辺町　　　　　　３，８３７円

瑞浪市　　　　　　３，７２７円

土岐市　　　　　　３，７２７円

美濃加茂市　　　　３，６７５円

恵那市　　　　　　３，５４１円

可児市　　　　　　３，３３９円

多治見市　　　　　３，０２４円

中津川市　　　　　２，７１９円
（旧中津川市）

口径１３mm　２０㎥使用時の
１カ月の水道料金（税込み）

県水受水市町の

一般家庭上水道料金

（平成２０年4月1日現在）

　水道事業が始まって５０年

　　　　　いつまでも安全な水を

特

集

第５０回

週 間水 道



　太田宿中山道会館の開館２周年を記念して「中山

道会館　春まつり」が開催され、晴天に恵まれた会

場は、約２,０００人の来場者でにぎわいました。

　山之上小学校の６年生３９人が梨の授粉作業を体

験しました。「ぼんてん」と呼ばれる道具で丁寧に作

業を行い、秋の収穫を楽しみにしていました。

　第３５回自治会親善レディースソフトボール大会

が行われ、１３チーム、約２５０人が参加し、数々の好

プレーが生まれていました。

　ハイボウ(蝿追）の持つササラで頭を軽くたたいて

もらうと、１年間無病息災。境内にハイボウが登場

すると瞬く間に参拝客らに囲まれていました。

6

うゎー！こわいよー！
古井神社

４
１３

山之上の梨って甘いんだよ
山之上小学校

４
１６

太田宿を彩る春の舞
太田宿中山道会館

４
２０

好球必打！強打者勢ぞろい
前平グラウンド

４
２０

　山菜が芽吹くこの時期に旬の食材を味わおうと、

四季を食べる講座「山菜おこわ」が開催され、市内

外から２４人が参加し、季節の味を堪能しました。

　市のサッカー協会が主催する「第２回あじさいＣ

ＵＰ」が初夏の日差しの下行われ、市内外から１６

チームが参加し、熱戦を繰り広げました。

　姉妹都市提携をしているオーストラリア・ダボ市

のグレッグ・マシューズ市長らが来市し、日本の伝

統文化を体験しました。

　第３回中山道太田宿写生大会が行われ、参加者ら

は中山道会館のヤドリギや旧脇本陣など、春の太田

宿の風景を画用紙いっぱいに描いていました。

　東中学校で全校生徒７１１人を対象に、加茂警察署

生活安全課長による講話があり、インターネットを

悪用した犯罪の危険性について指導しました。

　三和小学校で「ホタルを迎える会」が行われ、全

校児童２７人が学校の横を流れる川浦川に約２５０匹の

ゲンジホタルの幼虫を放流しました。

7

ピッチに響く大声援
あじさいエコパークほか

５
３・４

ようこそMINOKAMOへ
文化の森ほか

５
１

ステキなヒカリを届けてね
三和小学校・川浦川

４
２7

ネットには危険がいっぱい
東中学校体育館

４
２１

町並み描くアートな休日
太田宿中山道会館周辺

４
２７

里山からのおいしい贈り物
文化の森

5
１３
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糊

菰

股

虎

袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴

袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴

胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡

胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡

ジャガイモ　　　　　　 ４００ｇ

かたくり粉　　　　　大さじ５

砂糖　　　　　　　　　　２０ｇ

スライスチーズ　　　　　２枚

黒ゴマ　　　　　　　大さじ１

サラダ油　　　　　　　　適宜

　　　　しょうゆ　　大さじ２

たれ　　酒　　　　　大さじ２

　　　　砂糖　　　　大さじ４

　美濃加茂市から初のＪリーガーになった、

ジェフ千葉の益山選手は加茂野ＪＦＣ出身です。

　みんな益山選手にあこがれるとともに、いつ

かＪリーガーになりたいと、夢を持って頑張っ

ています。

　　　　　　　　　　キャプテン　岡田　寛治

　
キ
ュ
ウ
リ
・
カ
ボ
チ
ャ
・
イ
ン
ゲ

ン
な
ど
の
旬
の
野
菜
が
た
く
さ
ん
出

回
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
太
陽
の
光
と
大
地
の
恵
み
を
い
っ

ぱ
い
受
け
た
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
、
暑
い
夏
に
向
け
て
元
気
な
体
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
冷
め
た
ら
レ
ン
ジ
な

ど
で
再
加
熱
す
る
と
、
も

ち
も
ち
感
が
戻
り
ま
す
。

６３

{

第３５回

加茂野ＪＦＣ（５・６年生）

※楽しい、愉快な仲間を紹介しませんか 

　詳細については、広報係へ

１ たれの材料を鍋に入れて温める。

２ スライスチーズを２枚重ねにして、１．５㎝角に切る。

３ ジャガイモは、ゆでるかレンジで加熱し、皮をむいて熱いうちに、かたく

　 り粉と砂糖を加えてつぶす。混ざったら手でよくこねる。

４ ２つに分けて片方に黒ゴマを混ぜ、それぞれ直径４㎝の筒状にし、１．５㎝

　 幅に切る。

５ 黒ゴマは軽く押さえる。白い方にはスライスチーズを真ん中に入れる。

６ 熱したフライパンに油をひき、弱火で両面をこんがり焼いて、たれを絡ま

　 せる。それを皿に盛り付けて余ったたれをかける。

新新新新新新新新新新ジジジジジジジジジジャャャャャャャャャャガガガガガガガガガガのののののののののの味味味味味味味味味味わわわわわわわわわわいいいいいいいいいい～～～～～～～～～～昔昔昔昔昔昔昔昔昔昔ななななななななななががががががががががららららららららららののののののののののおおおおおおおおおおややややややややややつつつつつつつつつつ 新ジャガの味わい～昔ながらのおやつ～～～～～～～～～～～

イモもち２種
材　料（4人分）

　ぼくたちのチームは、加茂野小学校の５年生

と６年生の１５人で編成された混成サッカー

チームです。仲間と自分を信じてパスをつなぐ

ことに気を付けているので、みんなの心をつな

ぐパスが出来たときは、最高に幸せな瞬間です。

　混成チームなので、６年生は５年生をカバー

して、５年生は６年生から学び、相手を思いや

る心も学んでいます。

　今年度の目標は、８年連続の県大会出場です。

先輩たちのつくった伝統をぼくたちが途切れさ

せないように一生懸命頑張っています。

■作り方 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HOW TO COOK
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　「広報みのかも」を読んでの感想や特集として取り上げて

ほしい内容、身近な話題やうれしかったこと、腹が立ったこ

となどを、気軽にはがきやＦＡＸまたは電子メールでお寄

せください。

　広報紙上では、匿名で掲載しますが、お便りには住所、氏

名を必ずご記入ください。あなたの声をお待ちしています。
 

◇は　が　き　〒５０５-８６０６　美濃加茂市役所

　　　　　　　総務部 市政情報課 広報係

◇Ｆ　Ａ　Ｘ　(０５７４) ２８-１２９０

◇電子メール　ｋｏｕｈｏｕ@ｃｉｔｙ.ｍｉｎｏｋａｍｏ.ｌｇ.ｊｐ

「広報みのかも」
ここに配置しています

・アピタ美濃加茂店
・ハローフーヅ太田店
・ハローフーヅ美濃加茂店
・バロー美濃加茂店
・バロー太田店
・フレッシュスーパー
　　　　三ツ丸加茂野店
・サークルＫ加茂山手店

　
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
が
、
や
っ
て

み
る
と
、
そ
れ
が
普
通
に
な
る
か
ら
不
思

議
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
Ｏ
）

　
年
度
始
め
の
広
報
紙
に
市
の
予
算
に
つ

い
て
、
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど
に
よ
り
分

か
り
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
理
解
が

深
ま
る
と
と
も
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　
た
だ
、
今
市
民
が
注
目
し
て
い
る
「
道

路
特
定
財
源
」
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
が
知
り
た
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
Ｓ
）

　
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
す
る
の
に
、
そ
の

予
算
の
支
出
が
こ
ん
な
に
多
い
と
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
何
を
す
る
に
も
多
額
の
費
用
が
あ
っ
て

こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
の
毎
日
が
成
り
立
っ

　
テ
レ
ビ
の
番
組
で
見
た
、
あ
る
町
の

「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
。
そ
の
町
で
は
、

　
種
類
に
も
分
別
し
、
収
集
し
て
い
ま
し

２０た
。
そ
し
て
、
生
ご
み
を
町
が
回
収
し
て
、

そ
れ
を
処
理
し
て
土
を
作
り
、
そ
の
土
で

米
や
菜
の
花
（
油
採
取
の
た
め
）
を
育
て
、

給
食
に
利
用
し
た
り
、
町
民
に
安
く
売
っ

た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
ご
み
処
理
費
用
を
年
間
２

千
万
円
減
ら
せ
た
そ
う
で
す
。
８
千
万
円

か
ら
６
千
万
円
へ
と
は
、
と
て
も
す
ご
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
１
月
か
ら
３
月
ま
で
市
で
も
回
収
し
て

い
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
。
回
収
に
と

て
も
費
用
が
掛
か
る
と
い
う
事
で
し
た

が
、
一
人
一
人
の
気
持
ち
で
地
球
を
救
え

る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
 （
Ｎ
）

　
最
近
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
で
買
い
物
を

す
る
こ
と
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
ふ
と
見

回
す
と
、
レ
ジ
に
並
ぶ
多
く
の
人
が
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

て
い
た
の
で
す
ね
。
税
金
が
必
要
な
の
も

仕
方
な
い
の
で
す
ね
。　
　
　
　
　
 （
Ｋ
）

　
「
だ
ん
ら
ん
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ

れ
て
い
た
「
ほ
ほ
え
み
参
観
日
」
で
す
が
、

わ
が
子
の
通
う
学
校
へ
は
入
り
や
す
い
の

で
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
ほ
か
の
学
校
へ

は
入
り
づ
ら
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
実
際
に
参
観
に
み
え
る
父
兄
も

少
な
く
、
わ
が
子
に
さ
え
、
「
お
母
さ
ん

だ
け
だ
か
ら
来
な
い
で
」
と
、
言
わ
れ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
Ｍ
）

　
地
元
自
治
会
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い

る
と
、
市
内
で
も
格
差
社
会
が
最
近
大
き

く
現
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
就
職
先
の
無
い
人
な

ど
が
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
多
く
い
ま
す
。

や
は
り
、
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
行
政
と
し
て
経
済
対
策
に
も
力
を
注
い

で
い
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。　
　
 （
Ｈ
）

こ
の
ペ
ー
ジ
は
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
号
の
特
集

「
平
成
　
年
度
予
算
」
を
読
ん
で
①

２０

４
月
１
日
号
の
特
集

「
平
成
　
年
度
予
算
」
を
読
ん
で
②

２０

ほ
ほ
え
み
参
観
日

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

格
差
社
会
に
つ
い
て

マ
イ
バ
ッ
グ
に
慣
れ
ま
し
た
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ぼ
く
た
ち
の
美
濃
加
茂
中
学
校
の
特
色
の
一
つ
は
、
国

際
理
解
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
中
学
１
年

生
か
ら
３
年
間
、
総
合
学
習
の
時
間
に
そ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
年
生
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
に
向
け
て
、
１
年
生

か
ら
外
国
人
の
先
生
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
に
よ
る
英
会
話
の
授
業

を
受
け
て
い
ま
す
。
す
べ
て
英
語
だ
け
の
授
業
で
す
が
、

明
る
く
元
気
な
先
生
の
授
業
は
楽
し
い
で
す
。
３
年
生
の

時
に
は
日
常
会
話
が
で
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
姉
妹

校
と
の
学
校
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
時
に
、
家
族
と
の
会

話
が
出
来
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
研
修
に
行
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
や
文
化
な

ど
を
調
べ
て
い
ま
す
が
、
国
際
理
解
と
は
外
国
の
文
化
や

歴
史
な
ど
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
こ
と

を
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
自
分
た
ち
が
住
む
美
濃
加
茂
市
や
岐
阜
県
、
日

本
の
文
化
や
歴
史
な
ど
も
調
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
発
表
し
て
い
ま

す
。
　
３
年
生
に
な
っ
て
、
少
し
ず
つ
英
会
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
、
お
互
い

の
国
の
こ
と
を
英
語
で
話
し
合
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　
英
語
で
国
際
交
流

美濃加茂中学校３年

生徒会長

一瀬　正宏さん

マ
イ
、

　
  ス
ク
ー
ル

oh!

第
　
話
１１０

で
薬
局
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
便

秘
・
む
く
み
・
動
脈
硬
化
な
ど
に
効
果

が
あ
り
、
健
康
に
良
い
そ
う
で
す
。

　
健
康
に
良
い
ド
ク
ダ
ミ
茶
の
作
り
方

で
す
が
、
わ
が
家
で
は
、
ま
ず
ド
ク
ダ

ミ
を
洗
い
、
雨
や
夜
露
の
当
た
ら
な
い

風
通
し
の
良
い
所
で
吊
る
し
て
乾
燥
さ

せ
、
カ
ラ
カ
ラ
に
な
っ
た
ら
、
適
当
に

切
っ
て
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
い
ま

す
。
麦
茶
と
同
じ
要
領
で
、
や
か
ん
に

水
と
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
入
れ
、
沸
騰
し

た
ら
出
来
上
が
り
で
す
。
何
か
と
物
価

が
上
昇
し
て
い
る
こ
の
ご
時
世
で
す
が
、

夏
の
お
茶
代
だ
け
で
も
節
約
で
き
ま
す
。

　
庭
の
伸
び
た
雑
草
を
見
る
と
、
う
ん

ざ
り
し
ま
す
が
、
何
か
収
穫
が
あ
る
と

草
刈
り
も
や
る
気
が
出
て
き
ま
す
。
そ

れ
に
、
最
近
で
は
子
ど
も
た
ち
も
進
ん

で
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
家
族
で
作
る
ド
ク
ダ
ミ
茶
と
い
う

の
も
な
か
な
か
良
い
も
の
だ
と
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
庭
の
草
が
伸
び
て
き
ま
し
た
。

冷
え
た
一
杯
を
思
い
浮
か
べ
草
刈
り
で

も
す
る
と
し
よ
う
か
。（
文
責
　
上
田
）

　
５
月
中
に
　
度
を
超
え
る
日
が
何
日

３０

か
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
暑
い
夏
に
な

り
そ
う
で
す
。
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、

わ
が
家
の
た
い
し
て
広
く
な
い
庭
に
生

え
る
雑
草
の
成
長
も
そ
の
勢
い
を
増
し

て
い
ま
す
。
連
休
中
に
き
れ
い
に
草
刈

り
を
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
も
う
元
通

り
。
刈
っ
て
も
す
ぐ
生
え
て
く
る
の
は
、

ど
こ
で
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
面
倒
な
草
刈
り
で
す
が
、
わ
が
家
で

は
、
草
刈
り
を
す
る
と
一
つ
収
穫
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
「
ド
ク
ダ
ミ
」
で
す
。

い
つ
か
ら
か
、
わ
が
家
の
庭
に
は
ド
ク

ダ
ミ
が
自
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

独
特
の
臭
い
が
す
る
の
で
、
あ
ま
り
好

ま
れ
な
い
草
だ
と
思
い
ま
す
し
、
雑
草

と
し
て
処
分
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
わ
が
家
で
は
、
こ

の
ド
ク
ダ
ミ
を
お
茶
と
し
て
、
夏
場
は

愛
飲
し
て
い
ま
す
。
お
茶
に
し
て
も
癖

が
あ
り
、
好
み
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
冷
や
し
た
ド
ク
ダ
ミ

茶
は
の
ど
ご
し
も
よ
く
、
夏
場
の
汗
を

か
い
た
後
は
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
一

杯
に
な
り
ま
す
。「
 十
薬
 」と
い
う
名
前

じ
ゅ
う
や
く

学校訪問

美濃加茂中学校

３５

庭
の
草
刈
り
か
ら
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地域子育て支援センター
　　　（太田第二保育園内）
開館時間　９：００～正午　１３：３０～１５：００

休　館　日　土・日・祝日

電　　　話　２５-２２８２

子育て相談　９：００～１６：００（土・日・祝日以外）

対　　　象　就園前の子とその親・祖父母

〈親子教室〉５月に申し込まれた人
にこにこクラス（０歳児）

　　　　　　　　　　第２・第４金曜日

どきどきクラス（１歳児）

　　　　　　　　　　第２・第４水曜日

わくわくクラス（２歳児）

　　　　　　　　　　第２・第４月曜日

※いずれも午前１０時～正午

〈園庭開放〉
　親子教室のない日に、工作、体操、手

遊び、シアターなどを行っています。

赤ちゃんＤａｙ　毎週金曜日

　２カ月～歩く前の子と親・祖父母対象

よちよちＤａｙ　毎週水曜日

　歩き始めの子と親・祖父母対象

てくてくＤａｙ　毎週月曜日

　走って遊べる子と親・祖父母対象

異年齢の園庭開放　毎週火・木曜日

　０歳～就園前の子と親・祖父母対象

加茂野児童館
開館時間　９：００～正午

  １３：００～１７：００

休　館　日　日・祝日

☆土曜日は、一日開いています

電　　　話　２８-８８７８

子育て相談　９：００～１６：３０

　　　　　　 （日・祝日以外）

〈未就園児対象〉
なかよしデー　４日（水）・１１日（水）

　　　　　　　午前１１時～１１時４５分

パパザウルス　１４日（土）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

※お父さんと一緒に触れ合い遊び

〈おはなし広場〉
毎週火曜日

　毎月第３火曜日は、よみきかせボラ

ンィアの人がお話をしてくれます。

　いつもとは一味違ったお話が聞けます。

〈遊びの広場〉
毎週金曜日

※いずれも、午前１０時３０分～

〈発育測定〉
１１日（水）　午前１０時３０分～１１時３０分

そのほかの子育てサロン会場

　すくすくルーム（みのかも健康の森）　　　毎週月・火曜日

　にこにこルーム（津田左右吉博士記念館）　毎週木・金曜日

※開館時間は、いずれも午前１０時から午後３時まで

行事のある日でも
児童クラブ室で
遊べます

みんなの
参加を

待っています

「ぴよぴよルーム」開設
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▲「ぴよぴよルーム」での活動の様子

サンサンルーム
（総合福祉会館内）
開館時間　９：００～１６：３０

休　館　日　日・祝日

電　　　話　２７-６５５５

子育て相談　９：００～１６：３０

　　　　　　　（平日のみ）

〈小学生対象〉
囲碁クラブ　　毎週土曜日

　　　　　　　午前９時～１０時

リトルクラブ　２８日（土）

　　　　　　　午後１時３０分～３時

◇内　容　アレンジメントフラワー

※材料費として５００円が必要です

◇申込み　１８日（水）までに、加茂野児童館へ

　友だちづくりの場所、子育て応援の拠点として、新たに中部台公民館で子育てサロン「ぴよぴ

よルーム」を開設しました。皆さん、ちょっとのぞいてみませんか。

◇と　き　毎週水・金曜日　午前１０時～午後２時

※祝日や年末年始はお休みです

※都合の良い時間に来てください

◇ところ　中部台公民館（蜂屋町）

◇対　象　保育園や幼稚園に入園する前のお子さんと保護者

「ぴよぴよルーム」サポーター募集
　子どもが大好きで、子育て中の人を応援したい人は、

こども課（内線３２８）へ



 　
木
曽
川
沿
い
の
心
地
よ
い
風
を
受

け
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま

し
ょ
う
。

◇
と
　
き
　
６
月
８
日（
日
）

※
雨
天
決
行

◇
受
　
付
　
午
前
８
時
　
分
～

４０

　（
文
化
会
館
集
合
）

◇
コ
ー
ス
　
日
本
ラ
イ
ン
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
コ
ー
ス（
６
キ
ロ
）

◇
参
加
料
　
無
　
料

※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装

で
、
水
筒
な
ど
は
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い

  　
梅
雨
空
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
い

い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

◇
と
　
き
　
７
月
６
日（
日
）

　
午
前
９
時
～

ウ
オ
ー
ク
み
の
か
も

問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 
　
・
３
２
４
１

２６

第
　
回
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
女
子
の
部
）

１９

◇
と
こ
ろ
　
プ
ラ
ザ
ち
ゅ
う
た
い

◇
参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
の

　
歳
以
上
の
女
性（
学
生
を
除
く
）

２０が
６
人
以
上
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

◇
申
込
み
　
６
月
　
日（
水
）ま
で
に
、

２５

プ
ラ
ザ
ち
ゅ
う
た
い
ま
た
は
各
連

絡
所
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
へ

◇
抽
選
会
・
代
表
者
会
議

　
７
月
１
日（
火
）午
後
７
時
か
ら
プ

ラ
ザ
ち
ゅ
う
た
い
で
開
催

 問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 
　
・
３
２
４
１

２６

 　
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
未
来
へ
の
夢

や
希
望
、
家
庭
・
学
校
生
活
・
地
域

活
動
の
中
で
、
心
に
感
じ
、
考
え
た

こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

◇
と
　
き
　
６
月
　
日（
土
）　　 

２１

　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

◇
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

  　
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
を
習
得
す
る
救
命
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
、

応
急
手
当
て
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

◇
と
　
き
　
６
月
　
日（
水
）

２５

　
午
後
１
時
～
４
時

◇
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

◇
内
　
容
　
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い

少
年
の
主
張

美
濃
加
茂
大
会

問

社
会
教
育
課
 

内
線
３
６
０

健
康
講
座
　
救
急
救
命
教
室
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◆市役所 ２５・２１１１
８：３０～１７：１５

◆中央公民館 ２５・４１４１
８：３０～２２：００

※日・祝日は１７：００まで

◆保健センター ２５・４１４５
８：３０～１７：１５

◆中央図書館 ２５・７３１６
１０：００～１８：００

※土・日・祝日は１７：１５まで

◆東図書館 ２６・３００１
１０：００～１８：００

※土・日・祝日は１７：１５まで

◆総合福祉会館 ２８・６１１１
９：００～１６：３０

◆プラザちゅうたい
 ２６・３２４１

８：３０～２１：３０
※日・祝日は１７：００まで

◆文化会館 ２５・１１０８
９：００～２２：００

◆みのかも文化の森
 ２８・１１１０

９：００～１７：００

◆太田宿中山道会館
 ２３・２２００

９：００～１７：００

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

◇

◇
◇

① ②
③ ④
⑤ ⑥
⑦ ⑧

① ②
③ ④
⑤ ⑥
⑦ ⑧

◇
□

□
 
◇
□

□

情報公開・個人情報の
開示状況を公表します

※
受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修

了
証
を
交
付
し
ま
す

◇
講
　
師
　
中
消
防
署
職
員

◇
対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

◇
定
　
員
　
　
人（
先
着
順
）

３０

◇
参
加
料
　
無
　
料

◇
申
込
み
　
６
月
２
日（
月
）午
前
９

時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
社

会
教
育
課
へ

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い

  　
子
ど
も
た
ち
の
活
動
成
果
を
見
て

く
だ
さ
い
。
各
種
展
示
、
琴
や
バ
イ

オ
リ
ン
の
演
奏
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

◇
と
　
き
　
６
月
　
日（
日
）

２９

　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

◇
と
こ
ろ
　
文
化
の
森

※
雨
天
決
行
。
た
だ
し
、
芝
生
広
場

の
踊
り
は
雨
天
中
止

◇
参
加
料
　
体
験（
お
茶
・
ク
ラ
フ

ト
）や
五
平
も
ち
販
売
は
有
料

※
６
月
　
日（
木
）か
ら
展
示
コ
ー

２６

ナ
ー
で
作
品
展
示
を
行
い
ま
す

 問

社
会
教
育
課
 

内
線
３
６
０

Ｍ
Ｔ
夢
ク
ラ
ブ
　２１

文
化
ク
ラ
ブ
発
表
会

問

社
会
教
育
課
 

内
線
３
６
０

 　
園
内
に
は
、
約
６
、
０
０
０
株
の

ア
ジ
サ
イ
が
植
え
て
あ
り
ま
す
。

　
谷
沿
い
の
斜
面
に
咲
き
誇
る
、
色

と
り
ど
り
の
ア
ジ
サ
イ
を
見
に
き
て

く
だ
さ
い
。

◇
と
　
き
　
６
月
　
日（
日
）

２２

　
午
前
　
時
～

１０

◇
と
こ
ろ
　
み
の
か
も
健
康
の
森

　（
あ
じ
さ
い
の
池
付
近
）

◇
内
　
容
　

・
ア
ジ
サ
イ
の
苗
の
無
料
配
布

　（
先
着
２
０
０
人
）

・
写
真
撮
影
会

・
竹
細
工
教
室

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
み
の
か
も
健

康
の
森（
電
話
　
・
１
１
０
８
）へ

２９

 第
９
回
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

問

農
政
課
 

内
線
３
３
２

 　
御
嶽
の
大
自
然
の
下
で
、
野
外
体

験
を
し
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
新
た
な

発
見
が
あ
り
ま
す
よ
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

・
事
前
研
修
　
７
月
　
日（
祝
）

２１

　
中
央
公
民
館

・
本
　研
　修
　
７
月
　
日（
水
）～

３０

　
８
月
２
日（
土
）〔
３
泊
４
日
〕

　
御
嶽
少
年
自
然
の
家（
下
呂
市
小

坂
町
）ほ
か

・
事
後
研
修
　
８
月
　
日（
日
）

１０

　
中
央
公
民
館

◇
対
　
象
　
市
内
在
住
の
小
学
５
年

生
～
中
学
３
年
生

※
事
前
・
事
後
の
研
修
も
含
め
て
全

日
程
参
加
で
き
る
こ
と

◇
定
　
員
　
　
人
２０

◇
参
加
料
　
１
２
、
０
０
０
円

◇
申
込
み
　
６
月
　
日（
金
）必
着
で
、

１３

は
が
き（
〒
５
０
５－

８
６
０
６

太
田
町
３
４
２
５－

１
）に
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・

生
年
月
日
・
保
護
者
名
・
電
話
番

号
・
学
校
名
・
学
年
を
記
入
の

上
、
社
会
教
育
課
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す

 チ
ャ
レ
ン
ジ
み
の
か
も

２
０
０
８
　
お
ん
た
け

in

問

社
会
教
育
課
 

内
線
３
５
８
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防
災
無
線
の
放
送
内
容
が
聞
き
づ
ら
い
と
き
は
、
「
広
報
み
の
か
も
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
０
１
８
０
・
９
９
・
５
５
０
１

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

◇

◇
◇
◇

◇
◇

◇
◇

http://www.city.minokamo.gifu.jp



 　
県
内
の
児
童
養
護
施
設
で
生
活
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
温
か
い
家

庭
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
、
３
日
間
預
か
っ
て
い
た
だ
け
る

里
親
を
募
集
し
ま
す
。

◇
期
　
間

　
８
月
２
日（
土
）～
４
日（
月
）

◇
申
込
み
　
６
月
　
日（
水
）ま
で
に

２５

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
こ
ど
も
課
へ

※
申
込
用
紙
は
こ
ど
も
課
に
あ
り
ま

す
※
委
託
が
決
定
し
た
里
親
さ
ん
に
は

７
月
　
日（
金
）ま
で
に
「
子
ど
も

１１

委
託
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
課
ま

た
は
中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

（
電
話
　
・
３
１
１
１
）へ

２５

  　
夏
休
み
期
間
中
、
小
学
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
預
か

る
学
童
保
育
指
導
員
の
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

◇
期
　
間
　
７
月
　
日（
金
）～
８
月

１８

　
日（
火
）　
土
・
日
曜
日
は
休
み

２６
「
三
日
里
親
」
募
集

問

こ
ど
も
課
 

内
線
３
２
７

学
童
保
育
「
夏
休
み
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
募
集
し
ま
す

◇
募
集
対
象

・
子
育
て
や
教
育
に
熱
意
の
あ
る
お

お
む
ね
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
人

１８

６５

ま
た
は
教
員
資
格
・
保
育
士
資
格

取
得
を
目
指
し
て
い
る
人

・
期
間
中
５
日
以
上
の
出
勤
が
で
き

る
人
　

・
１
日
３
時
間
以
上
の
勤
務
が
で
き

る
人

※
資
格
は
不
要
で
す

※
出
勤
日
・
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は

相
談
に
応
じ
ま
す

◇
募
集
人
員
　
　
人
２０

◇
賃
　
金
　
８
０
０
円（
１
時
間
）

　
保
育
士
の
資
格
や
教
員
免
許
を
お

持
ち
の
人
は
９
０
０
円
（
１
時
間
）

◇
申
込
み
　
６
月
　
日（
月
）ま
で
に

１６

履
歴
書
を
持
参
の
上
、
こ
ど
も
課

へ
 問

こ
ど
も
課
 

内
線
３
１
４

 　
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
　
き
　
６
月
　
日（
水
）

１８

　
午
後
２
時
～
３
時

◇
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館

◇
テ
ー
マ
　
認
知
症
を
理
解
し
予
防

す
る
に
は

◇
講
　
師
　
奥
村
　
歩
さ
ん

　（
木
沢
記
念
病
院
中
部
療
護
セ
ン

タ
ー
脳
神
経
外
科
部
長
）

◇
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

◇
参
加
料
　
無
　
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
西
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
電
話
　
・
７

２４

３
７
１
）へ

  　
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
に
日
常

生
活
の
基
本
動
作
訓
練
や
集
団
へ
の

適
応
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇
と
　
き
　
６
月
　
日（
土
）、
７
月

２８

　
日（
土
）、
８
月
　
日（
土
）、
９

２６

２３

月
　

日（
土
）、
　
月
　

日（
土
）

２７

１０

１８

〔
全
５
回
〕

・
療
育
手
帳
所
持
者

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

認
知
症
予
防
講
演
会

問

保
険
課
 

内
線
５
０
９

療
育
支
援
事
業
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６月の作品 狂俳・俳画 
入場無料 

◇
◇
◇

◇

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

・
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分
　

３０

３０

◇
と
こ
ろ
　
カ
ナ
リ
ヤ
の
家

◇
内
　
容
　
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ

ん
と
家
族
対
象
の
療
育
支
援

◇
対
　
象
　
市
内
在
住
で
、
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
人

・
療
育
手
帳
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
小
学
生

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中
学

１
年
生
も
参
加
可
能
で
す

・
保
護
者
と
と
も
に
参
加
で
き
る
人

※
２
回
目
以
降
は
、
お
子
さ
ん
の
み

の
参
加
も
可
能
で
す

・
集
団
活
動
に
参
加
で
き
る
人

◇
定
　
員
　
各
７
人（
先
着
順
）

◇
申
込
み
　
６
月
９
日（
月
）か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
福
祉
課
へ

  　
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
ま
ち
づ
く

り
を
研
究
す
る
名
城
大
学
都
市
情
報

学
部
と
地
域
連
携
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

◇
と
　
き
　
６
月
　
日（
木
）

１２

　
午
後
１
時
～
４
時

問

福
祉
課
 

内
線
３
２
５

名
城
大
学
都
市
情
報
学
部

の
公
開
講
座

◇
と
こ
ろ
　
名
城
大
学
都
市
情
報
学

部（
可
児
市
）

◇
テ
ー
マ
　「
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
エ
ン

ス
と
都
市
情
報
学
 
」

◇
講
　
師

・
荒
瀬
　
克
己
さ
ん（“
堀
川
の
奇

跡
”
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
進
学
実

績
を
伸
ば
し
た
京
都
市
立
堀
川
高

校
校
長
）

・
根
本
　
良
一
さ
ん（
平
成
　
年
に

１３

合
併
を
し
な
い
自
立
の
ま
ち
づ
く

り
を
始
め
た
矢
祭
町
の
前
町
長
）

◇
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

◇
定
　
員
　
４
０
０
人

◇
参
加
料
　
無
　
料

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
名
城
大
学
都

市
情
報
学
部（
電
話
　
・
０
１
０

６９

０
）へ

 問

行
政
経
営
課
 

内
線
２
４
６

 　
商
工
会
議
所
で
は
、
独
身
男
女
の

出
会
い
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に

「
七
夕
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き
　
７
月
６
日（
日
）

　
午
後
３
時
～
８
時

◇
と
こ
ろ
　
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美
濃
加

茂
◇
内
　
容
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
交
換
・

フ
リ
ー
ト
ー
ク
・
食
事

◇
対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
　３０

歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
人

４５

◇
定
　
員
　
男
女
各
　
人
（
先
着
順
）

３０

◇
参
加
料
　
男
性
５
、
０
０
０
円
　

　
　
　
　
女
性
３
、
０
０
０
円

◇
申
込
み
　
６
月
　
日（
水
）ま
で
に
、

２５

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
参
加
料
を
添
え
て
商
工
会
議

所（
電
話
　
・
０
１
２
３
）へ

２４

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
商
工
会
議
所

ま
た
は
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す

 七
夕
パ
ー
テ
ィ

問

商
工
観
光
課
 

内
線
２
６
２

15

◇

◇

◇

◇

◇

◇

 

◇

◇

◇

◇

ドリームコンサート 

◇
◇
◇

◇

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

絵 芥械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械
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　国民年金は、日本国内に住所がある２０歳以上６０歳未満の人すべてが加入する制度です。

　届け出を忘れると、将来年金が受け取れなかったり、受け取る金額が少なくなったりする場合がありますの

で、次のようなときには、必ず市役所または連絡所で届け出をしてください。

①２０歳になったとき

※会社員や公務員などでない人

②会社員や公務員でなくなったとき

　６０歳になる前に会社などを退職した人（厚生年金保険や共済年金の被保険者でなくなったとき）

③収入が増え、被扶養配偶者でなくなったとき

　収入が増え、会社員や公務員などの被扶養配偶者でなくなったとき（パート収入が１３０万円以上になったとき）

④配偶者が退職したとき

　配偶者が退職し、会社員や公務員などの被扶養配偶者でなくなったとき（配偶者が６５歳に達したときを含む）

社会保険事務所での現金納付の廃止について

　保険料収納事務の効率化と正確性のさらなる向上を図るため、５月から原則として、社会保険事務所の窓口

における現金納付が廃止されました。

　なお、納付書による納付場所は、全国の銀行などの金融機関、郵便局またはコンビニエンスストアです。

※詳細については、美濃加茂社会保険事務所（電話２５・８１８１）へ

  市民課　内線２２３　問

　制度開始に伴って被保険者の皆さんからの保険料は、基本的に年金からの特別徴収（年金からあらかじめ保険

料を差し引く方法）でお支払いいただくことになっていますが、さまざまな事情により特別徴収できない人もみ

えます。

　７月には２０年度の保険料が決定し、次のような通知書などを送付します。対象となる人は、５月末日までに

資格を取得された人です。

【７月に届く通知書】

○４月からの特別徴収に引き続き１０月・１２月・２月も特別徴収でお支払いいただく人

・特別徴収をお知らせする通知書

○１０月から特別徴収でお支払いいただく人

・７月から９月までは月ごとにお支払いいただくための納付書および１０月から特別徴収を開始することをお知

らせする通知書

○特別徴収にならない人

・７月から２１年３月まで毎月お支払いいただくための納付書

○被用者保険の被扶養者であった人で

①１０月から年金でお支払いいただく人

・１０月から特別徴収を開始することをお知らせする通知書

②納付書でお支払いいただく人

・１０月から２１年３月まで毎月お支払いいただくための納付書

【年金から特別徴収されないさまざまな事情（例）】

・年額１８万円以上の年金を受け取っていない人

・介護保険料と合わせた保険料額が年金の２分の１を超える人

・介護保険料が特別徴収となっていない人　などがあります

◇口座振替について

　納付書でお支払いいただく人のうち口座振替を希望される人は、金融機関へ申し込みが必要となります。

ただし、金融機関へ申し込まれた翌月からの振替となります。

※国民健康保険料などが口座振替だった人も再度申請が必要です

  保険課　内線２１７　問

17

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇
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◇

○

○

□

◇ ◇
◇

◇

○

19

◇

◇

◇

◇

 

◇

◇

◇

◇

◇
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２６-５６１０㈲安田管工日１

５４-３８３１㈲アテインムライ美濃加茂営業所土７

２６-７６２１塚原設備美濃加茂営業所日８

２８-５４１１㈱和泉土１４

２８-１２６１㈱東濃設備美濃加茂営業所日１５

２６-９４１５木下設備工業土２１

２６-３１４８中濃瓦斯㈱日２２

２５-２７７５㈱中嶋設備土２８

２５-５１４６㈲米田住宅設備日２９

２4-４１８１　カモ歯科クリニック日１

２５-２０９７　ヒロ歯科医院日８

２５-８４８８　太田橋歯科クリニック日１５

２５-２７１６　渡辺歯科医院日２２

２５-００５５　ファミリー歯科日２９

牧野エコひろばきらきらエコハウスリサイクルステーション名　　称

６月　８日 （日）

６月２２日 （日）

午前９時～１１時

毎週水曜日

午前９時～正午

６月　１日 （日）

７月　６日 （日）

午前９時～１１時

日　　時

牧野西会館駐車場旧日本ラインシュロス駐車場場　　所

新聞、チラシ、雑誌・雑紙、段ボール、紙容器、牛乳パック、使用済み食用油、アル

ミ缶、ペットボトル、発泡スチロール・食品トレイ、蛍光灯、使用済み乾電池

共通

回収品目

ペットボトルのふた

国産ビール瓶、清酒一升

瓶、酢の９００ml瓶、ベル

マーク、割りばし、ペッ

トボトルのふた

割りばし
自主

回収品目

捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容捨てていませんか紙容器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリサササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイクククククククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルリサイクル ののののののののののののののののののののの推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進 の推進

茄 荷禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

診療時間：午前９時～午後３時

《注意事項》

※雑紙で窓枠付き封筒のビニールは取り除いてください

※紙容器で芳香加工されている物は回収しません

※発泡スチロール・食品トレイで色の濃い物や表面がコーティ

　ングされた物、汚れている物は回収しません

※割りばしのうち、竹ばし・塗りばし・焼け焦げたはしは回収

　しません

※ルールを守って時間厳守でお願いします

２０年３月の

可燃ごみ排出量と処理費用

ごみの排出量　　　　　   ８４４．４５㌧

処理費用　　　　　　   ５３，４８２千円

前年同月との１日１人当たりの比較

６．７６㌘　減少しました

※毎月１日現在の人口で計算しています

環境課　内線３０７

　地球温暖化防止およびごみ減量対策として、レジ袋削減(有料化)の実施に向けて取り組んでいます。その一

環として、レジ袋削減(有料化)にご協力いただける店舗事業者を募集します。

　つきましては、６月２０日(金)までに環境課へお申し込みください。

レジ袋削減（有料化）
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２７日（金）
午前９時～１１時３０分
総合福祉会館

◇市・県民税　　全期前納分・１期分

　（税務課収納税制係　内線２１１）

◇国民健康保険料　　　　　  ３期分

　（保険課国民健康保険係　内線２２１）

◇介護保険料　　　　　　　  ３期分

　（保険課介護保険係　内線３１９）

納期限は６月３０日（月）です。

※納付には、便利な口座振替をご利用くだ
　さい。また、納期限内であれば、市税は
　コンビニでも納付できます

健康相談
毎週水曜日
午前９時３０分～１１時
保健センター

健康課　内線３８６問

生活安全相談
毎週火曜日
午前１０時～午後４時
中央公民館

防災安全課　内線２７５問

結婚相談
毎週土曜日
午前９時～正午
総合福祉会館

社会福祉協議会２８・６１１１問

市民相談
毎週月～金曜日
※金曜日は午前中
（祝日は除く）
午前 9時～午後４時
防災安全課

防災安全課　内線２７５問

母子健康手帳交付
毎週月曜日（祝日は除く）
午前１０時～１０時１５分
保健センター

健康課　内線３８８問

教育相談
毎日
午前９時～午後４時
文化の森２階

教育センター２５・３９９９問

こころの相談室
２３日（月）
午後１時３０分～
中央公民館

健康課　内線３８７問

高齢者介護相談
毎週月～金曜日（祝日は除く）
午前８時３０分～午後５時１５分
市役所分庁舎３階
※電話相談は年中無休・２４時間

東部地域包括支援センター２４・７３７０
西部地域包括支援センター２４・７３７１

問

人口と世帯数（平成２０年５月１日現在） 
人・世帯 

前月比人口・世帯（うち外国人）

１ ２０＋（３,００ ６）２７,５８２男　性

１ ２５＋（２,９９５）２７,７４６女　性

２ ４ ５＋（６,００ １）５５,３２８合　計

１ ４ ６＋（３,４０ ４）２０,７２２世帯数

弁護士無料法律相談
４日（水）・１１日（水）・２５日（水）
午後１時～４時
総合福祉会館
※定員１０人（先着順）。当日の
　午前８時３０分から電話受付

社会福祉協議会２８・６１１１問

市　　 役 　　所
土曜日・日曜日

中  央  公  民  館
１5日(日)

中  央  図  書  館
毎週月曜日・１５日（日）・２３日（月）～２８日（土）

東　 図　 書　 館
毎週金曜日・１５日（日）・２３日（月）～２８日（土）

総 合 福 祉 会 館
毎週日曜日

プラザちゅうたい
毎週月曜日

文　 化　 会 　館
毎週月曜日・１５日(日)

みのかも文化の森
毎週月曜日・２４日(火)

太田宿中山道会館
毎週月曜日

行政相談

総務課　内線２７３問

家庭児童相談
母子寡婦福祉相談

毎週月～金曜日（祝日は除く）

午前８時３０分～午後５時

中央公民館家庭児童相談室

家庭児童相談室２５・１１１０問

司法書士無料相談
２２日（日）
午後１時３０分～４時３０分
中央公民館
※平日午後１時～４時受付専
　用電話（０５８・２４８・１７１５）へ

写真で伝える

　いろんなイベントの取材に

行くと、たくさんの人が一眼

レフカメラで撮影している光

景をよく見掛けます。

　写真を撮ることは好きです

が、なかなかイメージ通りに

は撮れません。皆さんがどう

やって撮影しているのか、と

ても気になります。

　これからもたくさんのイベ

ントが開催されます。皆さん

の心に残るような１枚は撮れ

ませんが、たくさんのシーン

を写真で伝えられたら良いと

思います。　　           （春）

  編集雑記　　　　　

茄 荷禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

法務局出張人権相談
（人権・登記・相続）
１８日（水）
午後１時～４時
総合福祉会館

社会福祉協議会℡28-6111問

２日（月）
午前１０時～午後４時
総合福祉会館

悩みごと相談
（人権擁護委員の日）

市民課　内線２２５問

事前予事前予約約

事前予事前予約約

事前予事前予約約

該当施設が休みの日

は、相談も休みです。



　八十八夜を迎えた先月３日、文化の森でくらし体験講

座「お茶摘み体験」が行われました。

　昔から、この日に摘んだお茶は上等なものとされ、こ

の日にお茶を飲むと長生きするとも言われています。

　日本の伝統に触れてもらおうと企画され、生活体験ボ

ランティアの指導により、慣れない手つきながらも、新

芽を次々に摘み取っていきました。参加者の中には、童

謡「茶摘み」を口ずさみながら摘む人もいました。

１１ ４
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「はね 坂 」のはなし
ざか

は
ね
坂（
下
米
田
町
西
脇
）

表紙の写真　
くらし体験講座「お茶摘み体験」
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ポピー畑　本郷町　５月９日撮影

▲新芽を摘む参加者

　
愛
宕
山（
通
称
、天
狗
山
）

　下米田町西脇に｢はね坂｣があり、

次のような話が伝えられています。

　戦国時代の末、森山の｢ 愛  宕 山
あ たご

（通称、天狗山）｣の砦(とりで)

に居住していた毛利 勘  右衛  門 は、
かん え もん

自分の領内に住む新妻に 横 
よこ

 恋 
れん

 慕 し、
ぼ

自分の女になるように命じました

が、彼女は従いませんでした。

　怒った勘右衛門は新妻のお尻に

たいまつをくくり付け、それに火

を付けて中屋敷（下米田町西脇）

へ行く坂道をはって登らせました。

　新妻は熱さにもだえて、足をぴ

んぴん跳ねながら坂を登りました。

このことから、村人はこの坂を｢は

ね坂｣と呼ぶようになりました。

◎毛利勘右衛門：森山町の愛宕山

　に砦を築き、川合、西脇、西川辺

　あたりを支配していたが、後に、

　肥田 玄  蕃  允 に滅ぼされた。
げん ばの すけ


